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香川県における
渇水・災害・老朽化対策等の取り組み

香 川 県

平成30年12月



１．水利用の現状及び課題

資料提供：（独）水資源機構香川用水管理所

香川用水の完成により、本県の水事情は画期的に改善

（農業専用区間）

（共用区間）

①香川県の地勢と香川用水施設

香川県は降水量が少なく、水資源の確保が古くからの課題
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１．水利用の現状及び課題

②水利用の内訳

 

 

 

 

 

 

 

 

＜水道用水＞ 
138,949 千 m3／年 

＜工業用水＞ 
80,722 千 m3／年 

＜農業用水＞ 
350,061 千 m3／年 

河川水　8.0％

ダム・ため池
28.8％

地下水
47.5％

香川用水
15.7％ 香川用水

26.1％

河川水
14.0％

地下水
7.8％

ダム・ため池
52.1％

河川水
12.2％

ダム・ため池
20.1％

地下水

20.1％

岡山県(受水) 1.2％

香川用水
 46.4％

用途別水源構成比（平成18年度）

香川用水は水道用水、工業
用水、農業用水の目的で、島
嶼部を除く県内全域で利用

水道用水では約5割を
香川用水に依存
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１．水利用の現状及び課題

③近年の香川用水取水制限の実施状況

直近１０か年のうち、７か年で取水制限が実施

※取水制限日数は、取水制限の開始日から全面解除までの期間としており、一時的解除の日数を含んでいる。
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開始 ～ 終了

H20 H20.7.25 ～ H20.11.25 124日間 100%

H21.6.3 ～ H21.8.10 69日間 50%

H21.9.12 ～ H21.11.18 68日間 35%

H22 ～

H23 ～

H24 H24.6.15 ～ H24.6.19 5日間 20%

H25 H25.8.2 ～ H25.9.4 34日間 50%

H26 H26.7.6 ～ H26.7.10 5日間 20%

H27 ～

H28 H28.8.9 ～ H28.9.21 44日間 35%

H29 H29.6.17 ～ H29.9.19 95日間 35%

年度
期間

日数
香川用水の

最大取水制限率

H21



１．水利用の現状及び課題

④過去の早明浦ダム枯渇と県内の状況

早明浦ダムは平成6年、平成17年、平成20年に利水容量が枯渇
平成6年の渇水では断水が発生

平成6年 夜間断水の立看板

資料提供：香川県広域水道企業団

平成6年 給水タンクによる応急給水
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１．水利用の現状及び課題

⑤降水量の変化

気候変動による影響も懸念
資料提供：高松地方気象台

降水量の多い年と少ない年
との差が拡大

年間無降水日数は増加傾向
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１．水利用の現状及び課題

⑥県民の意識

四国新聞 平成28年2月6日付

水に対する県民の不安は依然として強い
6

四国新聞 平成28年2月6日付 １面
見出し：不安トップは「水不足」

※著作権の関係のため、新聞記事を削除



１．水利用の現状及び課題

⑦大規模地震への課題

⑧施設の老朽化への課題

○平成３０年２月に地震調査委員会が公表した「長期評価によ
る地震発生確率値の更新について」では、南海トラフ地震の今
後３０年以内の発生確率が「７０％程度」から「７０％～８０％」に
引き上げ

○香川用水幹線水路は、通水開始以降40年以上が経過し、施
設の老朽化による漏水事故が発生
○ダムは建設後30年を超えるものが半数以上

大規模地震への対策が必要

施設の老朽化への対策が必要
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１．水利用の現状及び課題

香川県総合水資源対策大綱

１．安定した水資源の
確保と供給

２．水を大切にする
社会への転換

『安心して暮らせる水循環社会をめざして』を基本目標
として掲げ、４つの基本方針により水資源対策を推進

３．水環境の保全
４．渇水・緊急時の

水確保
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頻発する取水制限に対し、渇水対応の手順を定め的確に対応

吉野川水系水利用連絡協議会で決定される取水制限の

段階に応じて、全庁を挙げて対応

２．危機時において必要な水を確保するための施策の取組状況

①渇水対応～取水制限時の香川県の対応～

第一次取水制限

第二次取水制限

第三次取水制限

第四次取水制限

『香川用水取水調整対策連絡会議』

『香川県渇水対策本部』

体制を強化
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２．危機時において必要な水を確保するための施策の取組状況

②大規模地震への対応～各施設の耐震対策の実施状況～

水道施設

香川用水幹線水路（農業専用区間）

ため池

耐震対策施工前 耐震対策施工後

水道管の耐震対策状況 水管橋の耐震対策状況 ため池の地質調査状況 ため池の耐震対策状況

資料提供：香川県広域水道企業団 10



２．危機時において必要な水を確保するための施策の取組状況

③施設の老朽化への対応及び危機時の対応

施設の老朽化への対応

危機時の対応

マニュアルの整備や災
害時の応急対策に関す
る協定書を締結するなど
の対応を実施

団体名 計画名

香川県 香川県総合水資源対策大綱

香川県広域水道企業団 香川県広域水道企業団危機管理指針

（独）水資源機構 独立行政法人水資源機構防災業務計画

香川用水土地改良区 香川用水土地改良区防災業務計画
11

施設名 計画名 策定者

香川用水幹線水路
（共用区間）

香川用水施設機能保全計画 （独）水資源機構

香川用水幹線水路
（農業専用区間）

施設の長寿命化に関する計画（香川用水地区） 中国四国農政局

ダ　ム 香川県ダム長寿命化計画 香川県土木部



３．水供給の安全度を確保するための施策の取組状況

①需要面からの施策 ～節水型社会の構築～

県と市町が一体となり節水型街づくりを推進

県内小学４年生全員への副読本の配布や節水チャレンジな
ど、各種節水啓発活動を展開

節水型街づくり推進協議会

小学生向け副読本 節水チャレンジ応募チラシ 12



３．水供給の安全度を確保するための施策の取組状況

②供給面からの施策 ～水資源開発施設の整備～

椛川ダム完成イメージ図 13



３．水供給の安全度を確保するための施策の取組状況

②供給面からの施策 ～香川用水調整池（宝山湖）～

資料提供：（独）水資源機構香川用水管理所

香川用水調整池（宝山湖）を整備（平成21年3月完成）
渇水時や緊急時に水道用水の補給を目的とした調整池
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３．水供給の安全度を確保するための施策の取組状況

②供給面からの施策～地下水の保全と利用に向けた取り組み～

香川中央地域地下水利用対策協議会

揚水量の自主規制を行い、地下水位を継続監視することで、
地下水の適正かつ合理的な利用を促進し、過剰な揚水による
地盤沈下を防止

香川県井戸情報管理システムの構築

民間井戸の情報をデータベース化することで、危機的な渇水
や大規模地震時において、生活用水（トイレなどの雑用水等）を
確保するための基盤を整備

香川県井戸情報管理システムの画像イメージ 15



３．水供給の安全度を確保するための施策の取組状況

②供給面からの施策 ～雨水・再生水の利用の促進～

一定規模以上の建築物に対して雑用水利用施設の設置を推
進するなど、雨水・再生水の有効活用を促進

建物での「節水型街づくりモデル建築物」
プレート設置状況

県庁舎での雑用水利用のイメージ

平成２９年度までに
３０か所の建物にプレートを贈呈
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３．水供給の安全度を確保するための施策の取組状況

②供給面からの施策 ～水源地域の振興～

香川用水の水源巡りの旅事業

香川用水水源の森保全事業

嶺北地域での除間伐の状況 嶺北地域での作業道の開設状況

吉野川上流域の水源林の除間伐
事業に助成し、森林の水源涵養機
能を保持することで、用水の安定供
給に寄与 平成２９年度までに、高知県嶺北地域の

「１３，５６５ha」の除間伐等に経費助成

県内の中学生が、早明浦ダムや池田ダ
ムなどの香川用水関連施設を見学し、水
源地域と交流することで、水を大切にする
意識を醸成

中学生による早明浦ダム見学状況

平成２９年度までに、「１５９，６６０人」
の中学生が参加 17



４．その他

本年４月１日、「県内一水道」を担う
「香川県広域水道企業団」を始動

県域を対象とした水道広域化の取り組み
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